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PROGRAM　大会第 1 日目／ 2017 年 7 月 15 日（土）

第 1 会場（大会議場）
11：00－ 11：45

会長講演　患者像をつかむ！
任　　和子（京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻）
座長：長家　智子（佐賀大学医学部）

12：00－ 13：00

共催セミナーⅠ　‌ �これからの看護に望まれる思考プロセスとは‌
―臨床推論と実践アセスメント

山勢　博彰（山口大学大学院医学系研究科）
座長：井川　順子（京都大学医学部附属病院）
共催：株式会社学研メディカル秀潤社

13：10－ 14：10

特別講演Ⅰ　再考：患者像に名前をつけること
村井　俊哉（京都大学大学院医学研究科精神医学）
座長：任　　和子（京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻）

14：15－ 15：15

教育講演Ⅰ　脳卒中ケアの地域連携～情報共有における課題と看護診断への期待
鈴木千佳代（聖隷浜松病院）
座長：吉岡さおり（京都府立医科大学保健看護学研究科）

15：20－ 16：20

特別講演Ⅱ　患者中心のチーム医療の現在～米国急性期病院の実践から～
竹熊カツマタ　麻子（‌�筑波大学医学医療系看護学研究科／前 OSF 聖アンソニーメディカル 

センター 看護部専門看護実践担当ディレクター）
座長：松田美紀子（慶應義塾大学病院）
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第 2 会場（Room C-1）
14：15－ 15：45

特別セッションⅠ　看護診断とクリニカルパスの共存
座長：山中　寛恵（京都大学医学部附属病院）
コメンテーター：村木　泰子（元一般社団法人日本地域統合人材育成機構）
演者：‌�疋田　智子（京都大学医学部附属病院） 

安東　正恵（京都大学医学部附属病院） 
藤澤　　誠（京都大学医学部附属病院）

第 3 会場（Room C-2）
14：15－ 15：45

事例セッションⅠ　‌�NANDA-I 看護診断、NIC、NOCを看護計画に使ってみよう！‌
一事例の看護計画の立案―

ファシリテーター：‌�下舞紀美代（関西看護医療大学） 
中野由美子（聖隷浜松病院） 
黒田　裕子（看護診断研究会） 
山田　紋子（静岡県立大学看護学部） 
海津真里子（自衛隊中央病院） 
松下　美緒（聖隷浜松病院） 
古川　秀敏（関西看護医療大学） 
菊池麻由美（東京慈恵会医科大学医学部看護学科） 
福田　和明（徳島文理大学大学院看護学研究科） 
宮城智賀子（東邦大学医療センター大森病院） 
古澤　圭壱（東邦大学医療センター大森病院） 
永井　啓子（東邦大学医療センター大森病院） 
杉田　里絵（医療法人社団太公会我孫子東邦病院） 
益田美津美（名古屋市立大学看護学部） 
小泉　純子（戸田中央総合病院） 
中西　雅代（NTT 東日本関東病院） 
山田　由美（NTT 東日本関東病院） 
柳瀬　圭司（愛知医科大学病院） 
照沼　　理（東邦大学医療センター佐倉病院） 
塩屋　浩一（東邦大学医療センター佐倉病院）
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第 4 会場（Room H）
14：15－ 16：15

交流セッションⅠ　‌�看護に必要な臨床推論を考える‌
～シナリオ・ロールプレイを用いて～

ファシリテーター：‌�土肥　直樹（相模原市国民健康保険内郷診療所） 
小川　　薫（相模原市国民健康保険内郷診療所） 
内藤知佐子（‌�京都大学医学部附属病院総合臨床教育・研修センター 

クリニカルシミュレーションセンター）
　　　　　　　　　任　　和子（‌�京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻）

ポスター会場（Room E）
14：15－ 14：55

一般演題／示説Ⅰ群　

座長：伊藤　廣美（日本医療大学保健医療学部）
1　看護診断を決定する過程における看護師の感情と課題意識の臨床経験による特徴
　　○山口　晴美（武庫川女子大学看護学部）
　　　久米弥寿子（武庫川女子大学看護学部）
　　　冨澤　理恵（大阪大学大学院医学系研究科バイオデザイン学共同研究講座）

2　看護診断「意思決定葛藤」とクリティカルシンキング　その1
　　○高島　尚美（関東学院大学看護学部）
　　　菊池麻由美（東京慈恵会医科大学）
　　　佐藤　正美（東京慈恵会医科大学）
　　　藤村　龍子（東京慈恵会医科大学）

3　看護診断「意思決定葛藤」とクリティカルシンキング　その2
　　○菊池麻由美（東京慈恵会医科大学医学部看護学科）
　　　高島　尚美（関東学院大学看護学部）
　　　佐藤　正美（東京慈恵会医科大学医学部看護学科）
　　　藤村　龍子（東京慈恵会医科大学医学部看護学科）

4　緩和ケア病棟の看護師間報告における臨床判断の特徴
　　○片山由加里（同志社女子大学看護学部）
　　　阿部　祝子（東京医科大学医学部看護学科）
　　　伊藤恵美子（前京都橘大学看護学部）
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5　診断概念スピリチュアルペインの理解のための体験型の教育方略の検討
　　○山本　真弓（国際医療福祉大学福岡看護学部）
　　　安藤　満代（聖マリア学院大学）

15：20－ 16：00

一般演題／示説Ⅱ群　

座長：穴井めぐみ（福岡女学院看護大学看護学部）
1　成人看護学実習における看護学生のNANDA-I 看護診断のひな型の活用状況の実態について
　　○森岡　広美（梅花女子大学看護保健学部看護学科）
　　　平賀　元美（千里金蘭大学看護学部）
　　　藤原　尚子（千里金蘭大学看護学部）
　　　中本　明世（千里金蘭大学看護学部）
　　　山中　政子（千里金蘭大学看護学部）
　　　三浦　恭代（千里金蘭大学看護学部）

2　看護診断ラベルの特徴から検討した成人看護学慢性期実習の現状と課題
　　　山本　裕子（畿央大学健康科学部看護医療学科）
　　○對中　百合（畿央大学健康科学部看護医療学科）

3　臨地実習で学生が行う患者・家族への教育的介入と看護診断
　　○平賀　元美（千里金蘭大学看護学部看護学科）
　　　中本　明世（千里金蘭大学看護学部看護学科）
　　　山中　政子（千里金蘭大学看護学部看護学科）
　　　三浦　恭代（千里金蘭大学看護学部看護学科）

4　‌�看護過程における看護成果に着眼する教授方法が初学者の看護問題の抽出と学習の動機づけに
及ぼす影響

　　○佐久間佐織（聖隷クリストファー大学看護学部）
　　　樫原　理恵（聖隷クリストファー大学看護学部）
　　　鈴木麻希子（聖隷クリストファー大学看護学部）

5　看護過程における看護成果に着眼する教授方法が初学者のアセスメントの視点に及ぼす影響
　　○樫原　理恵（聖隷クリストファー大学看護学部）
　　　佐久間佐織（聖隷クリストファー大学看護学部）
　　　鈴木麻希子（聖隷クリストファー大学看護学部）
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PROGRAM　第 2 日目／ 2017 年 7 月 16 日（日）

第 1 会場（大会議場）
9：00－ 10：00

特別企画　日本の臨床でよく使われる看護診断
江川　隆子（関西看護医療大学）
座長：黒江ゆり子（岐阜県立看護大学）

10：05－ 11：05

教育講演Ⅱ　ビッグデータ科学時代の看護情報の蓄積
黒田　知宏（京都大学医学部附属病院医療情報企画部）
座長：山中　寛惠（京都大学医学部附属病院看護部）

11：10－ 12：10

教育講演Ⅲ　クリニカルパスと看護診断　過去・現在・未来
村木　泰子（元一般社団法人日本地域統合人材育成機構）
座長：伊藤三紀子（京都府立医科大学附属病院看護部）

13：30－ 14：30

教育講演Ⅳ　患者像をつかむアセスメントと看護診断
伊東美佐江（川崎医療福祉大学）
座長：片山由加里（同志社女子大学看護学部）

14：40－ 16：30

シンポジウム　‌�患者像をつかむ、伝える、共有する‌
～変わりゆく医療現場の中で～

座長：‌�山田佐登美（川崎医療福祉大学保健看護学科） 
西田　直子（京都学園大学健康医療学部看護学科）

1　いかにつかみ，いかにつたえ，いかにともにもつか
　　○本田　育美（名古屋大学大学院）

2　急性期医療における『治療を受けること』への意思決定支援
　　○北村　愛子（大阪府立大学大学院看護学研究科）

3　未知なる世界を生きる人々の患者像をつかむ、伝える、共有する
　　○桑田美代子（青梅慶友病院）
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第 2 会場（Room C-1）
9：00－ 10：00

特別セッションⅡ　‌�米国におけるクリニカルナースリーダーの役割と‌
日本における活動への期待

座長：任　　和子（京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻）
演者：竹熊カツマタ　麻子（‌�筑波大学医学医療系看護学研究科／前 OSF 聖アンソニーメディカル 

センター 看護部専門看護実践担当ディレクター）
　　　角田みなみ（聖アンソニー看護大学）

10：05－ 11：05

一般演題／口演Ⅰ群　

座長：村田　節子（関西看護医療大学）
1　「危機」に関連した看護診断開発に向けた既存の看護診断の検討
　　○田中　周平（山口県立大学看護栄養学部看護学科）
　　　永田　　明（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科）
　　　山勢　博彰（山口大学大学院医学系研究科）

2　看護診断「親役割葛藤」　標準看護計画の妥当性の検討
　　○浅田　あや（慶応義塾大学病院看護部）
　　　鈴木　理央（慶応義塾大学病院看護部）
　　　池田　絵有（慶応義塾大学病院看護部）
　　　石井　有紀（慶応義塾大学病院看護部）
　　　内田　智栄（慶応義塾大学病院看護部）
　　　近藤　咲子（慶応義塾大学病院看護部）
　　　杉浦なおみ（慶応義塾大学病院看護部）

3　看護記録の意義について文献を用いた一考察
　　○鈴木　朋子（秀明大学看護学部看護学科）

4　‌�脳卒中片麻痺患者の痙性麻痺による肩関節拘縮に対するリラクゼーション・ストレッチング
の効果

　　○清村　初美（わかくさ竜間リハビリテーション病院）
　　　江川　隆子（関西看護医療大学看護学部看護学科）
　　　笠岡　和子（関西看護医療大学看護学部看護学科）
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11：10－ 12：10

一般演題／口演Ⅱ群　

座長：古橋　洋子（青森中央学院大学看護学部）
1　A病院における過去５年間の看護診断の現状
　　○嶋田あすみ（旭川医科大学病院）
　　　谷口亜紀子（旭川医科大学病院）
　　　久保　千夏（旭川医科大学病院）
　　　金田　豊子（旭川医科大学病院）

2　固定チームメンバーで他者評価する質的オープン監査の効果～ ICU看護サマリーを用いて～
　　○山根映貴子（藤枝市立総合病院）

3　看護過程の「評価」記録の現状と課題～カンファレンスの記録から～
　　○鶴木ゆかり（群馬県立がんセンター）
　　　関口　茉希（群馬県立がんセンター）
　　　藤本　　瞳（群馬県立がんセンター）
　　　細田　晴美（群馬県立がんセンター）

4　看護診断別標準看護計画の活用の実態と課題　第2報
　　○杉浦なおみ（慶應義塾大学病院）
　　　内田　智栄（慶應義塾大学病院）
　　　加藤恵里子（慶應義塾大学病院）
　　　富岡　久子（慶應義塾大学病院）
　　　志田　　幸（慶應義塾大学病院）
　　　松田美紀子（慶應義塾大学病院）

12：20－ 13：20

特別セッションⅢ　‌�地域包括ケアにおける意思決定支援‌
―看護者の役割を考える―

土肥　直樹（相模原市国民健康保険内郷診療所）
小川　　薫（相模原市国民健康保険内郷診療所）
座長：上野　栄一（福井大学医学部看護学科基礎看護学）

13：30－ 14：30

交流セッションⅤ　‌�新たなデザインとしての事例研究法について‌
～事例検討会からケース・スタディ・リサーチへ進めよう～

ファシリテーター：‌�黒江ゆり子（岐阜県立看護大学） 
藤澤まこと（岐阜県立看護大学） 
伊波　早苗（草津総合病院）
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14：40－ 15：40

交流セッションⅧ　‌�Let's Try ！　看護研究　‌
看護診断研究の基礎を学ぼう！

日本看護診断学会研究推進委員会
ファシリテーター：‌�奥津　文子（研究推進委員長／関西看護医療大学） 

澄川真珠子（札幌医科大学） 
林　みよ子（天理医療大学） 
村田　節子（福岡県立大学）

第 3 会場（Room C-2）
9：00－ 10：30

交流セッションⅡ　‌�臨床にあふれている優れた実践例を研究論文にしよう！！‌
～事例報告・事例研究の取り組み方～

日本看護診断学会編集委員会
ファシリテーター：‌�大島　弓子（委員長 / 豊橋創造大学） 

矢田眞美子（関東学院大学） 
佐々木真紀子（秋田大学） 
片山由加里（同志社女子大学） 
曽田　陽子（愛知県立大学） 
中嶋　智子（佐久大学）

10：40－ 12：10

事例セッションⅡ　‌ �アセスメント能力強化に向けてスタートした新人の事例研究
4年目の成果と課題（報告第2弾）－アンケート調査結果－

企画責任者：本郷久美子（三育学院大学）
企画趣旨説明者：平野美理香（東京衛生病院）
座長：今井　恵子（東京衛生病院）
コメンテーター：片山由加里（同志社女子大学）
発表者：‌�角掛百合子（東京衛生病院） 

大宮　綾夏（東京衛生病院） 
湯浅　幸恵（東京衛生病院）

12：20－ 13：20

共催セミナーⅡ　‌�Amenity-Health Creative Products 創製への挑戦‌
―皮膚バリア機能改善素材（ナールスゲンⓇ）と化粧品―

松本　和男（株式会社ナールスコーポレーション 代表取締役社長）
座長：竹之内沙弥香（京都大学医学部附属病院倫理支援部）
共催：株式会社ナールスコーポレーション
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13：30－ 14：30

交流セッションⅥ　‌ �日本で使いやすい看護診断を発信しよう！‌
活動を始めて見ませんか？　第2弾

主催：日本看護診断学会用語検討委員会
ファシリテーター：‌�長谷川智子（委員長／福井大学） 

永田　　明（長崎大学） 
佐藤　正美（東京慈恵会医科大学） 
神谷　千鶴（関西看護医療大学） 
石川ふみよ（上智大学）

14：40－ 16：10

交流セッションⅨ　‌�臨床で使える看護診断を検討する‌
～事例を通して、使える看護診断を考える～

ファシリテーター：‌�江川　隆子（関西看護医療大学） 
笠岡　和子（関西看護医療大学） 
村田　節子（福岡県立大学） 
小平　京子（関西看護医療大学） 
国政ちとせ（津山中央病院） 
柴田　明美（津山中央病院）、

第 4 会場（Room H）
9：00－ 10：00

交流セッションⅢ　‌�精神疾患に身体疾患を合併した終末期を迎えた人の‌
スピリチュアルケア‌
～ウエルビーイングに向けた看護師の関わり～

白石壽美子（桜ケ丘記念病院） 
八田由利子（翠会陽和病院） 
寳迫佳代子（東京都立北多摩看護専門学校） 
鹿澤　京子（亀田医療技術専門学校） 
安保　敏枝（東京都立南多摩看護専門学校） 
高野　幸子（東京都立北多摩看護専門学校）

10：10－ 12：10

交流セッションⅣ　‌�看護診断：意思決定葛藤について深く知ろう‌
～それって本当に意思決定葛藤？～

ファシリテーター：‌�佐藤　正美（東京慈恵会医科大学） 
菊池麻由美（東京慈恵会医科大学） 
藤村　龍子（東京慈恵会医科大学） 
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高島　尚美（関東学院大学） 
杉浦なおみ（慶応義塾大学病院） 
中嶋　智子（佐久大学） 
杉崎　一美（四日市看護医療大学） 
小寺　直美（四日市看護医療大学） 
吉川　尚美（四日市看護医療大学） 
奥田　美香（三重県立総合医療センター） 
村瀬美有紀（鈴鹿中央総合病院） 
竹内　昌代（鈴鹿中央総合病院） 
室岡　陽子（東京慈恵会医科大学） 
大坂和可子（東京慈恵会医科大学） 
務台理恵子（東京慈恵会医科大学） 
細川　　舞（東京慈恵会医科大学）

13：30－ 15：30

交流セッションⅦ　機械学習（Machine Learning）による看護診断
ファシリテーター：‌�服部　兼敏（奈良学園大学） 

籠島　政江（広島赤十字・原爆病院） 
清水　彬礼（京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻） 
片山　泰佑（京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻） 
池内　香織（京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻）

ポスター会場（Room E）
10：05－ 10：37

一般演題／示説Ⅲ群　

座長：石川ふみよ（上智大学総合人間科学部）
1　‌�産業看護学体系化における産業看護診断の開発　‌
第１報：集団・組織向け産業看護アセスメントツールの開発

　　○河野　啓子（四日市看護医療大学産業看護研究センター）
　　　秋元　史恵（NTT 東日本健康管理センタ）
　　　伊藤　雅代（キヤノン株式会社）
　　　伊藤美千代（東京医療保健大学）
　　　畑中　純子（四日市看護医療大学）
　　　原　　耶苗（エプソン販売株式会社）
　　　中村　華子（キヤノン株式会社）
　　　矢内　美雪（キヤノン株式会社）
　　　吉田　　鈴（エプソン販売株式会社）
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2　‌�産業看護学体系化における産業看護診断の開発　‌
第 2報：集団・組織向け産業看護診断体系化方法の開発

　　○伊藤美千代（東京医療保健大学医療保健学部）
　　　猪股　久美（帝京平成大学）
　　　落合のり子（島根県立大学）
　　　瀬戸　美才（ライオン株式会社）
　　　長野亜希子（スズキ株式会社）
　　　立川　美香（宇部フロンティア大学）
　　　増澤　清美（NTT 東日本健康管理センタ）
　　　村上　杏子（東京地下鉄株式会社）
　　　山口　淑恵（上智大学）
　　　河野　啓子（四日市看護医療大学産業看護研究センター）

3　術後ストーマ管理における看護展開の現状と今後の課題
　　○福村　有夏（京都大学医学部附属病院）
　　　山中　寛恵（京都大学医学部附属病院）
　　　疋田　智子（京都大学医学部附属病院）
　　　保谷　麗子（京都大学医学部附属病院）

4　入院患児と家族の心理社会的適応様式に関する検討 ～実習記録の改定を通して～
　　○森口由佳子（大阪市立大学看護学研究科）

11：10－ 11：42

一般演題／示説Ⅳ群　

座長：澄川真珠子（札幌医科大学看護学科）
1　‌�NANDA-I 分類法３案の領域、類で類別した基礎看護学実習における看護診断からみる基礎
教育上の課題

　　○岩嵜　文枝（防衛医科大学校医学教育部看護学科）

2　看護基礎教育において段階的に進めた看護診断教育の就職後の看護実践への効果
　　○古村ゆかり（横浜未来看護専門学校）
　　　藤川　千洋（横浜未来看護専門学校）
　　　北澤　伯子（横浜未来看護専門学校）

3　診断指標・関連因子の分析から見えた２型糖尿病再入院患者の傾向
　　　大　加寿美（京都大学医学部附属病院）
　　　小野原明子（京都大学医学部附属病院）
　　　幸野　里織（京都大学医学部附属病院）
　　○園田　ゆい（京都大学医学部附属病院）
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4　A認知症専門病院における看護問題抽出の実態‐BPSDの変化と看護問題‐
　　○梶山　倫子（医療法人花咲会かわさき記念病院）
　　　吉岡さおり（京都府立大学医学部看護学科）
　　　川村　晴美（東京工科大学医療保健学部看護学科）

13：30－ 14：02

一般演題／示説Ⅴ群　

座長：池松　裕子（名古屋大学大学院医学系研究科保健学専攻）
1　多職種カンファレンスで介入目標を共有し看護実践に反映できた2症例の報告　
　　○松尾　綾菜（洛和会ヘルスケアシステム 洛和会音羽病院 脳卒中ケアユニット）
　　　田中　　藍（洛和会ヘルスケアシステム 洛和会音羽病院 脳卒中ケアユニット）
　　　島山　知実（洛和会ヘルスケアシステム 洛和会音羽病院 脳卒中ケアユニット）
　　　加藤　英輔（洛和会ヘルスケアシステム 洛和会音羽病院 脳卒中ケアユニット）
　　　岸田　敬子（洛和会ヘルスケアシステム 洛和会音羽病院 脳卒中ケアユニット）

2　「転倒転落リスク状態」の看護診断別標準看護計画の検討
　　○横井由紀子（旭川医科大学病院）
　　　舘川香奈枝（旭川医科大学病院）
　　　浅利　尚子（旭川医科大学病院）
　　　澤田　裕子（旭川医科大学病院）
　　　久保　千夏（旭川医科大学病院）
　　　金田　豊子（旭川医科大学病院）

3　急性混乱リスク状態の標準看護計画の見直し
　　○北村智恵子（慶應義塾大学病院）
　　　杉浦なおみ（慶應義塾大学病院）
　　　河野佐代子（慶應義塾大学病院）
　　　高橋　知彦（慶應義塾大学病院）
　　　大和田陽子（慶應義塾大学病院）
　　　西之園真美（慶應義塾大学病院）
　　　水信　春菜（慶應義塾大学病院）
　　　加藤恵里子（慶應義塾大学病院）

4　行動・心理症状や不安言動を持つ患者への介入
　　○與儀　智洋（医療法人花咲会かわさき記念病陳）
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14：40－ 15：12

一般演題／示説Ⅵ群　

座長：金田　豊子（旭川医科大学病院）
1　【陥没・扁平乳頭における授乳初期の効果的な母乳育児支援に関する研究】
　　○安田真由子（東京衛生病院）

2　FP（フルオロウラシル+シスプラチン）療法施行患者の看護介入の現状
　　○浜辺　陽子（京都大学医学部附属病院看護部）
　　　疋田　智子（京都大学医学部附属病院看護部）
　　　山中　寛惠（京都大学医学部附属病院看護部）
　　　保谷　麗子（京都大学医学部附属病院看護部）

3　便秘に対する重症心身障害児（者）施設に勤務する看護師の判断
　　○浅井　直子（旭川荘療育・医療センター児童院）
　　　中瀬　雄大（川崎医療福祉大学医療福祉学部保健看護学科）
　　　長崎恵美子（川崎医療福祉大学医療福祉学部保健看護学科）
　　　小野　聡子（川崎医療福祉大学医療福祉学部保健看護学科）
　　　伊東美佐江（川崎医療福祉大学医療福祉学部保健看護学科）

4　産後の精神状態に対する看護診断の適応
　　○山口弥寿美（京都大学医学部附属病院）
　　　堂芝えみり（京都大学医学部附属病院）
　　　疋田　智子（京都大学医学部附属病院）
　　　山中　寛恵（京都大学医学部附属病院）


